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１  連結業績 

(1)平成 15 年 3 月期第 1 四半期(平成 14 年 4 月 1 日～平成 14 年 6 月 30 日)の業績 

(千円未満切捨) 

 
平成 15 年３月期 

第 1 四半期 
(3 ヶ月累計) 

前期(通期) 

売 上 高 189,602 千円 968,309 千円 

売 上 総 利 益 102,868  443,207  

営 業 損 益 △185,762  △679,178  

経 常 損 益 △206,167  △680,353  

第 1 四 半 期 
( 当 期 ) 純 損 益 

△206,888 △681,930  

(注)この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 

 

(参考) 

平成 15 年 3月期第 1四半期単独(平成 14 年 4月 1日～平成 14 年 6月 30 日)と前年同期の比較 

(千円未満切捨) 

 
平成 15 年３月期 

第 1 四半期 
(3 ヶ月累計) 

前期(通期) 

売 上 高 189,453 千円 988,920 千円 

売 上 総 利 益 102,719  463,818  

営 業 損 益 △132,194  △438,043  

経 常 損 益 △150,167  △438,597  

第 1 四 半 期 
( 当 期 ) 純 損 益 

△150,977 △439,967  

(注)この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 
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(2)部門別の売上高内訳 

(千円未満切捨) 

平成 15 年 3 月期 
第 1 四半期 
(3 ヶ月累計) 

前期(通期) 
 

金額 構成比 金額 構成比 

受 託 開 発 150,336 千円 79.3 ％ 855,021 千円 88.3 ％

ソ フ ト ウ ェ ア 販 売 38,015  20.0 105,277  10.9

そ の 他 1,251  0.7 8,010  0.8

合   計 189,602  100.0 968,309  100.0

(注)この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 

 

(3)主な資産・負債の変動について 

(千円未満切捨) 

項    目 
平成 15 年 3 月期

第 1 四半期 増減額 前期末 

(資  産) 千円  千円  千円

現金及び預金 745,558 △33,691 779,250 

売掛金 204,296 △495,257 699,553 

ソフトウェア 134,495 19,999 114,495 

資産の部合計 1,235,132 △518,656 1,753,789 

(負  債)  

営業未払金 22,136 △18,778 40,914 

短期借入金 326,000 △262,000 588,000 

長期借入金 179,310 △23,732 203,042 

負債の部合計 727,201 △325,231 1,052,432 

(注) この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 

 

２  業績の概況(平成 14 年 4 月 1 日～平成 14 年 6 月 30 日) 

(1)業績全般 

当第 1 四半期(平成 14 年 4 月 1 日～平成 14 年 6 月 30 日)における我が国の経済は、企業収益の悪化に

伴う設備投資の減少や、雇用・所得不安を背景とする個人消費の低迷により、景気は悪化傾向をたどって

おります。また、デフレ傾向が続く中での価格競争の一層の激化も重なり、IT 関連市場は当初の予想を

上回る調整局面を迎えており、当社を取り巻く経営環境は一層厳しさを増しております。しかしながら、

通信分野においては、NTT グループが発表した平成 16 年度までの 3 ヵ年経営計画の中で、インターネッ

ト技術を使った IP(インターネット・プロトコル)網への移行やブロードバンドサービスの拡充を重点課

題に盛り込む等、当社にとってのマーケット環境も大きく拡大する兆しが一層鮮明になってまいりました。 

このような市場環境の中、当社グループ(当社および連結子会社)の当第 1 四半期(平成 14 年 4 月 1 日～

平成 14 年 6 月 30 日)の業績は、売上高 189,602 千円、売上総利益 102,868 千円、営業利益△185,762 千

円、経常利益△206,167 千円となりました。 

売上高につきましては、大手通信事業者等からの受託案件が順調に進行したことに伴い進行基準売上高

が好調に推移したことに加え、ソフトウェア販売においても当社の主力製品である VoIP 関連製品のライ
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センス提供が大幅に増加したことにより、189,602 千円となりました。 

売上原価・売上総利益につきましては、受託開発に関連した原価管理体制を一層強化すると共に、当社

製品のライセンス提供を主体としたソフトウェア販売が大幅に増加したことに伴い、売上原価は 86,734

千円に、売上総利益は 102,868 千円となりました。また、売上高総利益率については 54.3％となりまし

た。 

販売費及び一般管理費につきましては、人件費(派遣人件費を含む 103,952 千円)及び研究開発費

(90,845 千円)を中心に 288,630 千円を計上いたしました。 

結果，営業利益につきましては、売上総利益が販売費及び一般管理費を吸収することができず 185,762

千円の営業損失を計上いたしました。 

 

(2)事業・新製品等の開始 

当第 1四半期において、該当事項はございません。 

 

(3)営業所等の統廃合 

当第 1四半期において、該当事項はございません。 

 

(4)重要な設備投資 

当第 1四半期において、該当事項はございません。 

 

(5)研究開発活動 

当第１四半期における研究開発については、当社のコア技術であるVoIP関連基礎技術、及び今後のIP通

話網における中心的プロトコル・スタックと見込まれるSIP(Session Initiation Protocol：IP網を使っ

た電話を実現するための一般電話サービスが持つ呼の制御を行うためのプロトコル)に関する製品開発を

含む技術開発等に対して、90,845千円の研究開発費を投入いたしました。 

 

(6)重要な設備投資計画等 

当第 1四半期において、該当事項はございません。 

 

(7)その他重要事項 

当第 1四半期において、該当事項はございません。 

 

 

３  当期の見通し 

(1)業績見通し 

当社は四半期ごとに決算実績および事業の概況を開示することに務めておりますが、業績予想につきま

しては当面の間、開示しない方針であります。 

 

４  その他 

当第 1四半期において、該当事項はございません。

 3



5  第 1 四半期財務諸表等 

(1)第 1 四半期連結貸借対照表 (単位：千円)

第 6 期 第 1 四 半 期 
連 結 会 計 期 間 末 

前 連 結 会 計 年 度 の 
要 約 連 結 貸 借 対 照 表 

(平成 14 年 6月 30 日) (平成 14 年 3月 31 日) 

期別 

 

 

科目 金 額 構 成 比 金 額 構 成 比

 ( 資 産 の 部 ) ％  ％

Ⅰ 流動資産  

 １．現金及び預金 745,558 779,250 

 ２．売掛金 204,296 699,553 

 ３．たな卸資産 6,125 6,081 

 ４．その他 24,663 31,399 

 流動資産合計 980,643 79.4 1,516,284 86.5

Ⅱ 固定資産  

 １．有形固定資産 26,843 29,994 

 ２．無形固定資産  

  (１)ソフトウエア 134,495 114,495 

  (２)その他 1,246 1,246 

  無形固定資産合計 135,741 115,741 

 ３．投資その他の資産  

  (１)差入保証金 88,220 88,220 

  (２)その他 3,682 3,548 

  投資その他の資産合計 91,903 91,769 

 固定資産合計 254,488 20.6 237,504 13.5

 資産合計 1,235,132 100.0 1,753,789 100.0

(注)この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 
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   (単位：千円)

第 6 期 第 1 四 半 期 
連 結 会 計 期 間 末 

前 連 結 会 計 年 度 の 
要 約 連 結 貸 借 対 照 表 

(平成 14 年 6月 30 日) (平成 14 年 3月 31 日) 

期別 

 

 

科目 金 額 構 成 比 金 額 金 額

 ( 負 債 の 部 ) ％  ％

Ⅰ 流動負債   

 １．営業未払金 22,136 40,914 

 ２．短期借入金 326,000 588,000 

 ３．一年以内返済予定の長期借入金 113,170 120,797 

 ４．その他 77,642 90,736 

 流動負債合計 538,949 43.6 840,448 47.9

Ⅱ 固定負債  

 １．長期借入金 179,310 203,042 

 ２．その他 8,942 8,942 

 固定負債合計 188,252 15.3 211,984 12.1

 負債合計 727,201 58.9 1,052,432 60.0

    

 ( 資 本 の 部 )  

Ⅰ 資本金 1,806,345 146.2 1,806,345 103.0

Ⅱ 資本準備金 1,505,305 121.9 1,505,305 85.8

Ⅲ 欠損金 2,811,710 △227.6 2,604,822 △148.5

Ⅳ 為替換算調整勘定 7,991 0.6 △5,470 △0.3

 資本合計 507,930 41.1 701,356 40.0

 負債資本合計 1,235,132 100.0 1,753,789 100.0

(注)この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 
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(2)第 1 四半期連結損益計算書  (単位：千円)

第 6 期 第 1 四 半 期 

連 結 会 計 期 間 

前 連 結 会 計 年 度 の 

要 約 連 結 損 益 計 算 書 

自 平成14年4月１日 
至 平成14年6月30日 

自 平成13年4月１日 
至 平成14年3月31日 

期別 

 

 

 

科目 金 額 百 分 比 金 額 百 分 比

  ％  ％

Ⅰ 売上高 189,602 100.0 968,309 100.0

Ⅱ 売上原価 86,734 45.7 525,101 54.2

 売上総利益 102,868 54.3 443,207 45.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費 288,630 152.2 1,122,386 115.9

 営業損益 △185,762 △97.9 △679,178 △70.1

Ⅳ 営業外収益 2,673 1.4 21,655 2.2

Ⅴ 営業外費用 23,078 12.2 22,829 2.4

 経常損益 △206,167 △108.7 △680,353 △70.3

Ⅵ 特別利益 - - - -

Ⅶ 特別損失 - - 277 0.0

 税金等調整前第 1四半期(当期)純損益 △206,167 △108.7 △680,630 △70.3

 法人税、住民税及び事業税 720 0.4 1,300 0.1

 第 1 四半期(当期)純損益 △206,888 △109.1 △681,930 △70.4

(注)この報告における数値については公認会計士または監査法人の監査を受けておりません。 
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